
第
五
章
　
新
た
な
布
教
の
展
開
と
教
化
団
体

そ
の
概
要

本
願
寺
出
版
社
よ
り
刊
行
し
ま
し
た
『
増
補

改
訂 

本
願
寺
史
』
第
４
巻
第
五
章
で
は
、
戦

後
に
お
け
る
本
願
寺
の
布
教
制
度
と
各
種
教
化

団
体
に
つ
い
て
次
の
構
成
で
書
い
て
い
ま
す
。

一	

布
教
組
織
の
展
開

二	

都
市
・
団
地
な
ど
へ
の
伝
道

三	

仏
教
婦
人
会
総
連
盟

四	

仏
教
青
年
連
盟

五	

日
曜
学
校
・
少
年
連
盟

六	

ス
カ
ウ
ト
指
導
者
会

七	

仏
教
壮
年
会
連
盟

八	

連
続
研
修
会
・
門
徒
推
進
員
制
度

九	

地
域
の
教
化
団
体
の
結
成

第
４
巻
全
体
と
し
て
は
、
２
０
０
０
（
平
成

12
）
年
ま
で
の
教
団
の
動
き
を
中
心
に
執
筆
し

ま
し
た
が
、
教
化
団
体
に
つ
い
て
は
、
現
在
の

活
動
内
容
を
鑑
み
て
、
そ
れ
以
降
に
つ
い
て

も
、
一
部
執
筆
し
ま
し
た
。
以
下
、
各
節
の
内

容
を
概
括
し
ま
す
。

▼
布
教
組
織
の
展
開

戦
後
の
布
教
組
織
が
ど
の
よ
う
に
変
化
・
展

開
し
て
い
っ
た
の
か
、
各
種
規
程
を
中
心
に
そ

の
変
遷
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。

国
内
伝
道
は
、
１
９
６
１
（
昭
和
36
）
年
の

親
鸞
聖
人
七
〇
〇
回
大
遠
忌
法
要
が
転
機
と
な

り
、
地
方
に
重
点
を
置
い
た
も
の
へ
と
変
わ
っ

て
い
き
ま
し
た
。
ま
た
こ
の
こ
ろ
は
、
高
度
経

済
成
長
に
と
も
な
う
社
会
変
化
へ
の
対
応
が
、

新
た
な
課
題
と
な
っ
て
い
っ
た
時
期
で
も
あ

り
、
伝
道
方
法
も
多
様
化
し
て
い
き
ま
し
た
。

▼
都
市
・
団
地
な
ど
へ
の
伝
道

１
９
５
５
（
昭
和
30
）
年
以
降
誕
生
し
た
団

地
や
大
阪
千
里（
吹
田
市
・
豊
中
市
）や
泉
北（
堺

市
・
和
泉
市
）
な
ど
の
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
と
い
っ

た
、
従
来
と
は
異
な
る
生
活
環
境
へ
の
伝
道
・

布
教
が
新
た
に
始
め
ら
れ
ま
し
た
。

首
都
圏
を
中
心
と
す
る
都
市
部
で
は
、
新
た

な
門
信
徒
獲
得
の
た
め
の
布
教
所
開
設
な
ど
の

都
市
開
教
、
離
郷
門
信
徒
へ
の
布
教
な
ど
、
新

た
な
布
教
態
勢
・
対
策
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

▼
仏
教
婦
人
会
総
連
盟

本
願
寺
教
化
団
体
の
中
で
、
最
も
認
可
単
位

数
が
多
い
の
が
、
仏
教
婦
人
会
総
連
盟
で
す
。

海
外
開
教
区
の
婦
人
会
と
も
連
携
し
、
４
年
に

一
度
、
世
界
仏
教
婦
人
会
大
会
を
開
催
す
る
な

『
増
補
改
訂 

本
願
寺
史
』
第
４
巻
刊
行
に
あ
た
っ
て
（
第
６
回
）
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ど
、
活
発
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

１
９
６
５
（
昭
和
40
）
年
に
２
月
の
第
２
日

曜
日
を
社
会
的
実
践
活
動
を
実
施
す
る
「
ダ
ー

ナ
の
日
」、
１
９
８
６
（
昭
和
61
）
年
に
４
月

25
日
を
平
和
に
つ
い
て
考
え
る
「
平
和
の
日
」

と
定
め
る
な
ど
、
社
会
と
関
わ
る
独
自
の
活
動

も
展
開
し
て
い
ま
す
。

２
０
１
８
（
平
成
30
）
年
に
は
、
現
代
女
性

の
生
き
方
の
多
様
性
に
考
慮
し
た
内
容
・
表
現

の
新
た
な
綱
領
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

▼
仏
教
青
年
連
盟

仏
教
青
年
会
は
、
仏
教
婦
人
会
と
と
も
に
明

治
時
代
か
ら
の
長
い
歴
史
と
伝
統
を
持
つ
教
化

団
体
で
す
。

１
９
４
７
（
昭
和
22
）
年
、
戦
後
の
新
た
な

時
代
に
即
応
し
た
教
化
団
体
と
し
て
、
組
織
再

編
さ
れ
、
仏
教
青
年
総
連
盟
が
結
成
。
そ
の

後
、
改
組
し
て
仏
教
青
年
連
合
会
が
発
足
し
ま

し
た
。
１
９
６
６
（
昭
和
41
）
年
に
仏
教
青
年

連
盟
と
な
り
ま
す
。

全
教
区
に
仏
教
青
年
教
区
連
盟
が
結
成
さ

れ
、
全
国
を
六
つ
（
現
在
は
五
つ
）
の
ブ
ロ
ッ

ク
に
分
け
、
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
活
動
を
進
め
て

い
ま
す
。

連
盟
は
、
機
関
誌
「
ま
こ
と
」
の
発
行
、
教

材
の
作
成
・
頒
布
、
研
修
会
、
本
山
成
人
式
の

奨
励
な
ど
、
中
央
組
織
と
各
教
区
連
盟
と
の
パ

イ
プ
役
を
務
め
て
い
ま
す
。

▼
日
曜
学
校
・
少
年
連
盟

戦
前
か
ら
在
家
の
少
年
を
中
心
に
活
動
が
行

わ
れ
、
１
９
６
０
（
昭
和
35
）
年
に
日
曜
学
校

連
盟
が
結
成
。
１
９
８
０
（
昭
和
55
）
年
に
少

年
連
盟
と
改
称
し
、
規
約
の
発
布
に
と
も
な

い
、
本
願
寺
派
所
属
団
体
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
、
現
代
社
会
に
即
応
し
た
少
年
教
化
活
動
を

進
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

在
家
門
信
徒
の
少
年
を
中
心
と
し
た
活
動
を

続
け
て
い
ま
す
が
、
近
年
の
少
子
化
な
ど
、
子

ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
に
よ
り
、
事
業

の
変
遷
を
重
ね
な
が
ら
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
ス
カ
ウ
ト
指
導
者
会

本
願
寺
の
教
化
組
織
の
一
つ
で
す
が
、
ボ
ー

イ
ス
カ
ウ
ト
日
本
連
盟
と
い
う
外
部
組
織
に
も

所
属
す
る
２
面
性
が
あ
る
の
が
特
徴
で
す
。

１
９
２
７
（
昭
和
２
）
年
、
仏
教
教
団
が
設

立
し
た
初
の
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
団
で
あ
る
龍
谷

少
年
団
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
戦
時

下
に
あ
っ
て
は
学
徒
出
陣
な
ど
の
た
め
に
、
活

動
を
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
な
り
ま
し

た
。
１
９
４
８
（
昭
和
23
）
年
に
は
、
戦
後
初

の
本
願
寺
派
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
指
導
者
会
が
開

催
さ
れ
る
な
ど
、
活
動
が
再
開
。
１
９
５
３（
昭

和
28
）
年
に
は
、
本
願
寺
直
轄
の
ス
カ
ウ
ト
団

（
京
都
第
23
団
）
も
結
成
さ
れ
ま
し
た
。　

活
動
は
、
平
素
は
自
身
の
所
属
す
る
ス
カ
ウ

ト
団
で
の
ス
カ
ウ
ト
活
動
や
仏
教
章
取
得
の
た

め
の
研
修
が
中
心
で
す
が
、
ス
カ
ウ
ト
キ
ャ
ン

ポ
リ
ー
と
い
っ
た
宗
派
内
の
活
動
以
外
に
、
日

本
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
大
会
の
よ
う
に
、
他
宗
派
・

他
宗
教
と
い
っ
た
人
た
ち
と
交
流
す
る
な
ど
、

多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

▼
仏
教
壮
年
会
連
盟

１
９
６
１
（
昭
和
36
）
年
の
大
遠
忌
を
機
に
、

30
歳
以
上
を
対
象
と
し
た
仏
教
壮
年
会
組
織
づ

く
り
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

『増補改訂 本願寺史』第４巻刊行にあたって
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１
９
７
５
（
昭
和
50
）
年
に
全
国
仏
教
壮
年

会
議
が
結
成
さ
れ
、
２
０
０
８
（
平
成
20
）
年

に
連
盟
組
織
へ
と
発
展
。
自
ら
の
生
き
方
を
親

鸞
聖
人
の
み
教
え
に
聞
き
、「
と
も
に
お
念
仏

申
す
朋
友
の
輪
を
拡
げ
、
心
豊
か
に
生
き
る
社

会
の
実
現
を
め
ざ
す
」
こ
と
を
綱
領
に
掲
げ
、

活
動
を
し
て
い
ま
す
。

▼
連
続
研
修
会
・
門
徒
推
進
員
制
度

１
９
６
２
（
昭
和
37
）
年
よ
り
始
ま
っ
た
門

信
徒
会
運
動
は
、
僧
侶
・
門
信
徒
の
立
場
を
超

え
全
員
が
聞
法
の
座
に
つ
き
、
全
員
が
伝
道
に

参
加
す
る
「
全
員
聞
法
・
全
員
伝
道
」
を
目
標

に
掲
げ
活
動
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て

地
方
に
お
い
て
、
門
信
徒
の
間
で
法
座
活
動
を

進
め
る
門
徒
推
進
員
養
成
連
続
研
修
会
（
連
研
）

が
１
９
７
８
（
昭
和
53
）
年
か
ら
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

地
方
連
研
・
中
央
教
修
を
終
了
し
た
門
徒

が
、
門
徒
推
進
員
と
し
て
、
僧
侶
・
門
信
徒
と

も
に｢

御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動
」（
実

践
運
動
）
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

▼
地
域
の
教
化
団
体
の
結
成

１
９
７
３
（
昭
和
48
）
年
の
宗
祖
御
誕
生
八

〇
〇
年
・
立
教
開
宗
七
五
〇
年
を
控
え
て
、
広

く
社
会
に
開
か
れ
た
教
団
を
め
ざ
し
、
政
・

財
・
文
化
の
各
界
で
活
躍
す
る
人
に
宗
祖
の
教

え
を
再
認
識
し
て
も
ら
お
う
と
い
う
動
き
が
始

ま
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
門
信
徒
出
身
国
会
議
員
の
聞
法
の

会
「
築
地
聞
真
会
」
や
、
本
派
僧
侶
に
よ
る
地

方
自
治
体
首
長
・
議
員
の
「
龍
谷
顕
真
会
」、

各
地
の
経
済
界
人
を
中
心
と
す
る
聞
法
の
会
で

あ
る
「
築
地
あ
す
な
ろ
会
」、「
北
御
堂
い
ち
ょ

う
の
会
」、「
北
陸
藤
の
会
」、「
中
京
あ
け
ぼ
の

会
」、
ま
た
「
拓
心
会
」
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

宗
門
の
抱
え
る
問
題
が
多
様
化
し
て
い
く
な

か
、
教
化
団
体
も
、
少
子
高
齢
化
・
過
疎
化
と

い
っ
た
、
活
動
の
担
い
手
不
足
が
深
刻
な
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
門
信
徒
が
少
年
か
ら
壮
年

ま
で
続
け
て
お
寺
と
関
わ
り
、
と
も
に
活
動
で

き
る
場
を
継
続
す
る
た
め
の
新
た
な
方
策
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

本
願
寺
史
料
研
究
所

『
増
補
改
訂 

本
願
寺
史
』
第
４
巻　

８
８
０
０
円
（
税
込
・
送
料
別
）

Ａ
５
判
、
908
ペ
ー
ジ　
　
　

 　
　

※
ご
注
文
は
本
願
寺
出
版
社
ま
で
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